
賀
茂
別
雷
神
社
の
御
戸
代
会
神
事
（
七
月
一
日
）

と
ヒ
オ
ウ
ギ
草 

市 

忠
顕 

市 

忠顕 

こ
の
神
事
は
、
奈
良
時
代
、
孝
謙
天
皇
の
御

代
に
上
賀
茂
神
社
（
賀
茂
別
雷
神
社
）
が
神
領

地
と
し
て
の
御
戸
代
田
（
み
と
し
ろ
だ
）
を
朝

廷
よ
り
寄
進
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
田
植
え

の
終
了
後
、
イ
ナ
ゴ
等
の
虫
害
の
発
生
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
の
祈
願
を
お
こ
な
う
神
事
で
あ

る
。
五
月
に
供
え
た
葵
・
カ
ツ
ラ
に
替
え
て
、

ヒ
オ
ウ
ギ
草
が
神
前
に
お
供
え
さ
れ
る
。 

 

ヒ
オ
ウ
ギ
（
射
干
）Iris dom

estica  

は 

ア
ヤ
メ
科
ア
ヤ
メ
属
の
多
年
生
草
本
。
英
名

L
eopard flow

er  

日
本
（
本
州
、
四
国
、
九

州
、
沖
縄
）
と
台
湾
等
に
自
生
。
夏
に
オ
レ
ン

ジ
色
の
地
に
赤
色
の
斑
点
の
あ
る
花
を
放
射

状
に
開
き
、
秋
に
黒
色
の
種
子
を
含
む
実
を
結

ぶ
。
別
名
：
か
ら
す
お
う
ぎ
（
烏
扇
）
、
ひ
お

う
ぎ
あ
や
め
。
古
名
：
ぬ
ば
た
ま
、
う
ば
た
ま
。

漢
字
表
記
の
別
名
：
夜
干
（
や
か
ん
）
、
烏
扇
、

烏
蒲
（
か
ら
す
が
ま
）
な
ど
。
ヒ
オ
ウ
ギ
の
黄

色
の
根
茎
を
乾
燥
し
た
も
の
は
射
干
（
や
か
ん
）

と
い
う
生
薬
で
、
扁
桃
腺
炎
、
去
痰
な
ど
に
用

い
る
。
中
国
の
『
神
農
本
草
経
』
に
も
、
薬
効

が
示
さ
れ
て
い
る
。
日
本
で
は
「
射
干
」
を
「
シ

ャ
ガ
」
と
読
み
、
ア
ヤ
メ
科
ア
ヤ
メ
属
のIris 

japonica  

（
シ
ャ
ガ
）
に
当
て
る
が
、
誤
用
。 

▶
ダ
ル
マ
ヒ
オ
ウ
ギ
の
生
花 

 

京
都
の
祇
園
祭
や
大
阪
の
天
神
祭
で
は
、
商

家
の
床
の
間
（
生
花
）
や
入
口
付
近
の
軒
下
に

（
鉢
植
え
な
ど
で
）
飾
ら
れ
る
。
生
花
の
場
合

は
コ
ン
パ
ク
ト
な
ダ
ル
マ
ヒ
オ
ウ
ギ
（
園
芸
種
）

の
事
が
多
い
。
古
代
に
ヒ
オ
ウ
ギ
で
悪
霊
を
退

散
し
た
と
い
う
逸
話
が
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら

厄
除
け
の
花
と
し
て
ヒ
オ
ウ
ギ
草
が
飾
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
檜
扇
は
宮

中
の
公
卿
が
厄
を
祓
っ
た
り
、
災
難
が
降
り
か

か
ら
な
い
よ
う
に
持
っ
て
い
た
と
も
言
わ
れ

て
い
る
。
祗
園
祭
は
元
々
、
疫
病
を
は
や
ら
せ

て
い
る
怨
霊
の
怒
り
を
鎮
め
る
た
め
に
始
め

ら
れ
た
祭
（
御
霊
会
）
で
、
悪
霊
退
散
に
使
わ

れ
た
と
い
う
「
ヒ
オ
ウ
ギ
」
は
祗
園
祭
に
欠
か

せ
な
い
植
物
と
な
っ
た
。
御
戸
代
会
神
事
で
も

厄
払
い
の
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら



れ
る
。 

 

和
名
の
ヒ
オ
ウ
ギ
は
、
そ
の
剣
状
の
葉
が
平

面
的
に
広
が
り
、
檜
扇
を
開
い
た
形
状
に
似
る

の
で
、
こ
の
名
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
花
の
色
が

緋
色
な
の
で
、
緋
扇
と
い
う
説
も
あ
る
。
秋
に

採
れ
る
ヒ
オ
ウ
ギ
の
黒
く
て
光
沢
の
あ
る
丸

い
種
子
は
「
ぬ
ば
た
ま
（
射
干
玉
）
」
と
呼
ば

れ
た
。
「
ぬ
ば
た
ま
」
は
黒
い
玉
の
意
味
で
、

種
子
の
色
と
形
状
か
ら
来
て
い
る
。
黒
玉
、
烏

玉
、
烏
羽
玉
、
野
干
玉
、
夜
干
玉
な
ど
と
も
書

く
。
和
菓
子
の
烏
羽
玉
（
う
ば
た
ま
）
は
ヒ
オ

ウ
ギ
の
黒
い
種
子
を
模
し
た
も
の
。 

 

『
枕
草
子
』
の286

段
に
【
檜
扇
は
無
紋
。

唐
絵
。
】
と
あ
る
。（
段
数
は
岩
波
の
日
本
古
典

文
學
大
系
に
よ
る
。
）
檜
扇
は
平
安
貴
族
の
持

ち
物
で
、
桧
の
薄
板
を
重
ね
て
作
り
、
要
を
金

属
で
留
め
、
上
部
を
糸
で
綴
じ
た
木
製
の
扇
。

桧
板
の
枚
数
（
橋
数
）
は
性
別
や
身
分
に
よ
っ

て
異
な
る
と
さ
れ
る
。
男
子
の
公
卿
は
二
九
橋
、

殿
上
人
は
二
三
橋
な
ど
。
無
地
（
白
木
）
の
も

の
と
絵
（
唐
絵
ま
た
は
大
和
絵
）
入
り
の
も
の

が
あ
る
が
、
こ
れ
も
用
途
に
よ
る
。
儀
式
の
式

次
第
が
書
か
れ
た
桧
扇
が
出
土
し
て
い
る
の

で
、
白
木
の
も
の
は
備
忘
録
と
し
て
も
用
い
ら

れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
衣
冠
単
（
男
子
の

正
装
）
姿
の
時
は
笏
を
持
ち
、
桧
扇
を
懐
中
し

た
。
女
子
の
正
装
（
十
二
単
や
袿
袴
）
で
は
三

九
橋
が
本
義
で
、
絵
柄
の
あ
る
も
の
が
好
ま
れ

た
の
で
は
な
い
か
。
上
賀
茂
神
社
の
競
馬
会
神

事
（
五
月
五
日
、
端
午
の
節
供
）
で
は
後
見
な
ど

の
所
役
が
白
木
（
無
紋
）
の
檜
扇
を
持
つ
。 

 

『
万
葉
集
』
に
お
い
て
「
ぬ
ば
た
ま
」
は
、

黒
や
夜
な
ど
に
掛
か
る
枕
詞
「
ぬ
ば
た
ま
の
」

と
し
て
使
わ
れ
て
お
り
、
植
物
の
「
ぬ
ば
た
ま
」

（
ヒ
オ
ウ
ギ
草
）
を
詠
っ
た
歌
は
見
ら
れ
な
い
。 

【
あ
か
ね
さ
す
日
は
照
ら
せ
れ
ど 

ぬ
ば
た
ま

の
夜
渡
る
月
の
隠
（
か
く
）
ら
く
お
し
も
】 

（
柿
本
人
麻
呂
）169 

【
佐
保
河
の
小
石
ふ
み
渡
り
ぬ
ば
た
ま
の
黒

馬
（
く
ろ
ま
）
の
来
る
夜
は
年
に
も
あ
ら
ぬ
か
】

（
大
伴
坂
上
郎
女
）525 

【
ぬ
ば
た
ま
の
昨
夜
（
き
ぞ
）
は
還
し
つ
今
夜

さ
へ 

わ
れ
を
還
す
な 

路
の
長
道
（
な
が
て
）

を
】
（
大
伴
家
持
、
紀
女
郎
に
贈
る
歌
）781 
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